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町の話題

町の話題

大きく育てと願いを込めて

自然を未来へ

弟子屈町植樹祭
摩周湖クリーンウオーク2018

　

平
成
30

年
度
弟
子

屈
町
植
樹

祭
〜
森も

林り

は
自
然
の

貯
金
箱
〜

（
主
催
：
町
、

弟
子
屈
町

緑
化
推
進
委
員
会（
会
長・德
永
町
長
））が
６

月
１
日
、
旧
泉
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。緑
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目

的
に
、毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
自
治
会
関
係
者
の
ほ
か
、
弟
子

屈
小
学
校
の
６
年
生
33
人
も
参
加
。お
よ

そ
70
人
が
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
の
を
期

待
し
、
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
ニ
ト
リ
ザ
ク

ラ
合
わ
せ
て
97
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　

２
日
に
は
、
町
主
催
の
「
摩
周
湖
ク
リ

ー
ン
ウ
オ
ー
ク
２
０
１
８
」が
、町
内

各
地
の
国
道
や
道
道
、
町
道
沿
い
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

摩
周
湖
周
辺
の
環
境
保
全
対
策

や
自
然
の
番
人
宣
言
事
業
、シ
ー
ニ

ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
弟
子
屈
エ
リ
ア

の
活
性
化
事
業
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、今
年
で
13
回

目
。一
般
参
加
の
町
民
の
方
や
小
・

中
学
生
の
ほ
か
、事
業
所
な
ど
か
ら

総
勢
６
４
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
市
街
地
や
川
湯
温
泉

な
ど
の
15
コ
ー
ス
を
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
。タ
バ
コ
の
吸
い
殻
や
時
に
は
大

き
な
段
ボ
ー
ル
な
ど
の
ご
み
を

２
２
０
㌔
集
め
ま
し
た
。

グループごとに担当コースを歩きながら清掃
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北
海
道
１
５
０
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、

５
月
11
日
、町
公
民
館
で
チ
ー
ム
く
っ
し
ゃ

ろ
の
斉
藤
敬
子
さ
ん
に
よ
る
「
武
四
郎
講

座
・
第
３
回
」
〜
１
６
０
年
前
の
屈
斜
路
湖

畔
に
て
〜
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

久く
す
り摺

日
誌
の
記
述
を
も
と
に
松
浦
武
四

郎
の
功
績
を
た
ど
る
同
講
座
。今
回
は
道
に

ま
つ
わ
る
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
、昭
和
41
年

こ
ろ
ま
で
地
元
住
民
た
ち
が
利
用
し
て
い

た
、屈
斜
路
コ
タ
ン
か
ら
池
の
湯
ま
で
の
旧

道
を
、武
四
郎
が
屈
斜
路
を
訪
れ
た
時
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
と
共
に
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、14
日
に
は
奥
春
別
小
学
校（
小
原

正
寿
校
長
）の
体
育
館
に
同
校
、和
琴
小
学

校
、美
留
和
小
学
校
の
児
童
ら
が
集
ま
り
、

３
校
に
よ
る
集
合
授
業
を
実
施
。絵
本
作

家
・
型
染
版
画
家
の
関
谷
敏
隆
さ
ん
が
講

師
を
務
め
、絵
本『
北
加
伊
道
・
松
浦
武
四

郎
の
エ
ゾ
地
探
検
』
を
題
材
に
北
海
道
の

歴
史
と
松
浦
武
四
郎
の
功
績
を
分
か
り
や

す
く
紹
介
。子
ど
も
た
ち
は
熱
心
に
聞
き

入
り
、「
北
海
道
の
こ
と
が
も
っ
と
好
き
に

な
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

関
谷
さ
ん
は
同
日
夜
に
も
、
町
公
民
館
で

「
絵
本『
北
加
伊
道
・
松
浦
武
四
郎
の
エ
ゾ
地
探

検
』
が
で
き
る
ま
で
〜
旅
の
大
師
匠 

松
浦
武

四
郎
殿
に
惚
れ
て
〜
」と
題
し
た
読
書
活
動
講

演
会
を
開
催
。自
ら
の
人
生
と
旅
の
こ
と
、
北

海
道
や
武
四
郎
と
の
出
会
い
、絵
本
が
生
ま
れ

る
ま
で
を
紹
介
。旅
の
途
中
で
出
会
い
人
生
を

変
え
た
一
曲
で
あ
る『
し
れ
と
こ
旅
情（
森
繁

久
彌
）』
を
披
露
し
た
り
と
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ

り
の
講
演
会
に
、参
加
者
の
皆
さ
ん
は
楽
し
そ

う
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

北海道命名150年

武四郎講座・第３回
「北加伊道・松浦武四郎のエゾ地探検」

が生まれるまで

斉藤敬子さんの講座の様子

関谷敏隆さんの講演会（公民館）
の様子

このページは皆さんからのこのページは皆さんからの

情報で作られています。情報で作られています。

どのような情報でもすぐにどのような情報でもすぐに

かけつけます。かけつけます。

お気軽にご連絡ください。お気軽にご連絡ください。

まちづくり政策課広報統計係　☎４８２-２９１３（課直通）

　平成４年設置の水郷公
園の水車に、新たに水力発
電装置が取り付けられ、４
月から稼働しています。
　設置当初は観賞用だっ
た水車ですが、敷地内の

池の水質悪化が問題となり、水質改善を目的として町が独自
に発電装置を開発。およそ60万円をかけて設置されました。
　水車の回転により１時間で約20㍗を発電しています。その
電力で１日１回水門を開閉し、池の水を放出する仕組み。水
流が生まれることで、池の底に溜まった落ち葉や土砂がヘ
ドロ化することを防ぎます。今後、余電量があれば園内の街
灯に活用することも検討しています。

自然エネルギーで池（旧河川）をきれいに

水郷公園で水力活用発電装置が稼働中
訪
れ
る
人
に
も
、生
き
物
に
も
優
し
い

４月１日～

　川湯エコミュージア
ムセンターを拠点に自
然保護活動などを行っ
ている摩周・屈斜路パー
クボランティア連絡会
（金井秀明会長）の皆さ

んが５月19日、カワユエンレイソウ分布調査を行いました。
　川湯地域の固有種であるカワユエンレイソウの個体数の
変化を調査し、今年で３年目。区画内で生物相を調査するコ
ドラート法で、カワユエンレイソウ、オオバナノエンレイソ
ウ、ミヤマエンレイソウ、そして花無しのエンレイソウの個
体数を調査。やや減少という結果となりましたが、今後も貴
重な固有種の調査を継続的に行っていく予定です。

み

燗酒講習会

貴重な固有種を守るために

カワユエンレイソウの分布調査を実施
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
の
見
分
け
方
も
勉
強

５月19日

５月20日

日頃の訓練の成果を発揮

釧路北部消防事務組合が総合演習

　第44回釧路北部消防事
務組合総合演習が５月20
日、役場駐車場で行われま
した。
　演習には、同組合に所属
する弟子屈町、標茶町、鶴
居村の職団員約180人と車
両８台が参加。観閲式や分
列行進などを行いました。
引き続き行われた模擬火
災訓練では、役場庁舎の火
災を想定。職団員が一丸と

なって火災防御活動を展開しました。

模
擬
火
災
訓
練
で
は
、は
し
ご
車
も
活
躍

 　釧路人権擁護委員協議
会の人権教室が５月９
日、川湯小学校（川島眞澄
校長）で行われました。
　当日は同協議会子ども
人権委員長の宇野健二氏

と町の人権擁護委員が講師を務め、全学年の生徒を対象に実
施。１、２年生のクラスでは「友だちのいいとこ探し」のゲーム
でお互いのいいところを見つけ合い、DVD教材「みんなとも
だち」を鑑賞。飛べないという短所でいじめられていたペンギ
ンが、優しい心と泳げるという長所を認められ仲間をつくるお
はなしに、子どもたちからは「いじめはいけないこと」「自分も
困っている友達は助けてあげたい」という声が聞かれました。

みんなちがって、みんないい

人権教室を実施｜川湯小・奥春別小

５月９・24日

24
日
に
は
奥
春
別
小
で
も
実
施

　５月25日～27日
の３日間の日程
で、町内の酪農家
で育てられた若牛
が 町 営 牧 場・
９〇〇草原へ入牧
しました。

　家畜車で各農家から運ばれてきた牛たち。牧場へ到着す
ると、体重測定や個体写真の撮影、消毒などを受けた後、
広々とした牧場へ放牧されました。
　今年は1,179頭もの牛が入牧。これから10月末まで、栄養
豊かな牧草を食べ、起伏のある牧場内を元気に走り回り、た
くましく成長して畜主のもとへ帰ります。

大きく育って帰っておいで

町営牧場に若牛が入牧
町
営
牧
場
に
到
着
し
た
牛
た
ち

５月25日～27日
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このページは皆さんからのこのページは皆さんからの

情報で作られています。情報で作られています。

どのような情報でもすぐにどのような情報でもすぐに

かけつけます。かけつけます。

お気軽にご連絡ください。お気軽にご連絡ください。

まちづくり政策課広報統計係　☎４８２-２９１３（課直通）

　広域観光を支える
釧網本線の可能性を
テーマにした意見交
換会が６月７日、摩
周観光文化センター
で行われ、出席した

高橋はるみ北海道知事が、町内関係者らと摩周駅から川湯
温泉駅まで釧網本線に乗車しました。
　来町したのは、知事のほかＪＲ北海道の西野史尚副社長
や北海道運輸局斎藤敬一郎交通政策部長などで、知事は「釧
網本線の手つかずの自然が実感でき、地域の方々との出会
いやお話が聞けて有意義だった。存続の可能性は十分にあ
る。今後、皆さまと知恵を出していきたい」と話されました。

ＪＲ釧網本線の存続にむけて協議

高橋知事が本町関係者との意見交換会を開催
高
校
生
と
話
し
を
す
る
高
橋
知
事（
左
）

６月７日

５月25日

楽しみながら音楽を学ぼう！

教育大旭川が音楽教育コンサート｜和琴小

　道教育大学旭川校の
芳
は が

賀均
ひとし

研究室の皆さん
による音楽教育コンサ
ート『道北おとぼけキャ
ラバン 道東編』が５月
25日、和琴小学校（齋藤

超校長）体育館で行われました。
　同研究室は、平成26年から道内各地を巡り地域貢献としての
音楽演奏を多数開催しています。同学講師の芳賀均氏と７人の
研究室生に加え、ゲストに同学非常勤講師でヴァイオリニスト
の早川きょーじゅが登場し、コンサートを盛り上げました。
　出演者による演奏の披露のほか、音楽を楽しみながら学
べるミニゲームも実施。大盛り上がりの演奏会でした。

ミ
ニ
ゲ
ー
ム
で
リ
ズ
ム
の
勉
強

弟子屈を満喫する自転車長距離イベント

グランフォンド摩周におよそ250人が参加

　5月26・27の両日、第６回グラン
フォンド摩周（同実行委員会主催）
が開催されました。
　グランフォンドは風景や食など
を楽しみながら走る自転車の長距
離イベント。26日は美幌峠をめぐ
る80キロのコースなど２コースと、
参加者交流会を実施。27日は摩周
湖や南弟子屈、屈斜路湖を走る120

キロ・90キロ・60キロの３コースで大会を実施しました。
　今年は台湾から来道した11人の参加者をはじめ、全国各地か
ら集まったおよそ250人の皆さんが摩周の大地を疾走。雄大な
風景やおいしい地場産食材のエイド食、温泉を堪能しました。

雄
大
な
景
色
の
中
を
疾
走

５月26日・27日

　南弟子屈地域活性化
協議会の平成30年度定
期総会が５月28日、旧昭
栄小学校で開催されま
した。
　総会では、同協議会規

約の改正について承認された後、平成29年度事業報告、収支決
算報告および監査報告について報告がなされ承認されまし
た。後半には平成30年度事業計画案、収支予算案について協議
が行われ、平成29年度までに取り組んできたライダーハウス
運営、特産品開発、酪農体験ツアー、レンタルスペースの４つ
の活動について、課題を解決しながら営業利益を増やし、事業
化に向けた取り組みを実施することで決定されました。

人々が集う、まちの玄関口を目指して

 南弟子屈地域活性化協議会定期総会を開催
旧
昭
栄
小
学
校
を
地
域
の
拠
点
に

５月28日

　札幌を中心に道内各地
で活動するピアニスト
明
あけがみやま

上山貴
たかよ

代氏によるコン
サートが５月28日、美留和
小学校（伊藤賢次校長）の
体育館で行われました。

　子どもたちに色々な体験をさせてあげたいと、町内の旅
行会社「夢F.C.株式会社（藤原多美代表取締役）」の賛同によ
り、10年前から同校で行われています。コンサートでは、バ
ッハに始まり、ベートーヴェン、ショパン、ドビュッシーな
ど各時代を代表する有名な作曲家７人の作品８曲を演奏。
同校の児童に加え、招待された川湯中学校（佐藤岳彦校長）
の生徒もプロの演奏に聴き入り、特別な時間を過ごしました。

体育館がコンサートホールに変身

ピアニストがコンサートを開催｜美留和小

作
曲
当
時
の
時
代
背
景
も
学
ぶ

５月28日

　川湯エコミュージア
ムセンターを拠点に活
動を行っている摩周・屈
斜路パークボランティ
ア連絡会（金井秀明会
長）の皆さんが６月３

日、藻琴山登山道のロープ張りを行いました。
　土砂崩れが起きやすい場所や希少植物が群生している箇
所などに立ち入らないよう、注意喚起を促すために毎年行
われるもの。皆さん集中して作業を進め、頂上や屏風岩周辺
など全７カ所に設置。また、ロープ張りのために設置されて
いる杭の交換や、支障枝の撤去作業も同時に行われ、歩きや
すい登山道になりました。

登山客が安全に楽しむために

藻琴山で登山道にロープ張り

ロ
ー
プ
張
り
の
様
子

６月３日

　日の出自治会（塩沢紀雄会長）
の皆さんが６月３日、国道391号
から摩周駅前に向かう交差点の
ロータリーで花壇への植栽を行
いました。同自治会が毎年行っ
ているもので、およそ30人が参
加。約２千株を丁寧に植えまし
た。12日には、摩周フラワーマ
スター協会（渡邊曻会長）の皆さ
んが、役場庁舎前と役場駐車場

入り口の花壇に植栽を行いました。
　同協会が毎年行っているもので、今年が最後の実施。総勢
16人で、およそ570株を手際よく植えました。

町中が花いっぱいに

町内各地で花植え運動

６月３・12日

日
の
出
自
治
会（
上
）

フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー
協
会（
下
）

　町とJA摩周湖共催の第66回
弟子屈町家畜共進会が６月９
日、町家畜共進会場で行われま
した。当日は21頭の乳牛と13頭
の馬が集まり、その美しさを競
いました。
　主な審査結果は次の通りです。
乳牛の部▶グランドチャンピ
オン/ブライトランド ブラツド
ニツク スター リデイア（坪井

泰憲さん（奥春別）所有）▶ジュニアグランドチャンピオン/
ブライトランド ソロモン マデイリン（坪井泰憲さん所有）
馬の部▶最優秀賞/矢尖（阪口栄造さん（高栄）所有）

自慢の馬牛を競い合う

第66回弟子屈町家畜共進会

６月９日

入
賞
牛
を
囲
ん
で（
上
）

馬
の
部
最
優
秀
賞（
下
）

　苗木の無料配布
会が６月４日、役場
前と川湯支所前で
行われ、多くの人で
にぎわいました。
　町内の緑化推進
のために毎年行わ

れています。今回配布されたのはプラム、クラブアップル、
ハスカップ、プルーンの４種で、計100本が用意されました。
　当日は天気もよく、訪れた皆さんはじっくりと選定し、お
気に入りの苗木を見つけて持ち帰りました。
　会場では緑の募金も行われ、集まった方々が募金に協力
していました。

うまく育てて実も楽しみたい

果樹の苗木を無料配布
苗
木
を
求
め
て
長
蛇
の
列

６月４日

悲惨な事故を防ごう

川湯で旗の波による街頭啓発

　交通事故の多発が予想
される夏期を迎え、川湯
温泉駅前通りと国道391
号が接する交差点周辺で
６月６日、旗の波街頭啓
発運動が行われました。

　川湯での開催は２回目。川湯交通安全指導員会が主催し、
当日は弟子屈警察署や川湯自治会関係者なども含め15人が
参加。該当道路付近は大型車両の通行も多く、観光客の流入
が増加する夏季は特に注意が必要です。参加者は安全旗を
手に、国道351号を往来する走行車両などのドライバーに交
通安全意識の向上を訴え、交通事故防止の徹底を図りまし
た。

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
参
加
者

６月６日

　平成16年から平成29
年まで町の教育委員長
を務めた小澤重さんが
６月７日、役場町長室で
町長へ表彰の報告を行
いました。

　小澤さんは平成９年に町教育委員に任命され、平成16年
10月から12年と４カ月間に渡り教育委員長に在任。平成29
年２月から退任までのおよそ10カ月間は教育長職務代理者
として教育行政の重責を担いました。
　表彰は長年にわたり教育の振興に尽力した功績が認めら
れ、全国市町村教育委員会連合会から送られたもの。表彰状
を手に、穏やかな笑顔での報告となりました。

長年にわたり教育の振興に尽力

小澤重さんが表彰の報告
表
彰
状
を
手
に
す
る
小
澤
さ
ん（
中
央
）

６月７日


